
あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ５１

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

（問題） １から９までの 数を ひとつずつ 入れて、 正しい たし算の
もんだい かず い ただ ざん

計算を 作りましょう。同じ数を ２回 使っては いけません。
けいさん つく おな かず かい つか

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ Ｆ

Ｇ Ｈ Ｉ

※ ヒント 答えの Ｇ＋Ｈ＋Ｉ＝１８ です。なぜ１８になるのか、わかりますか？

＋



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ５２

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

（問題） １から９までの 数を ひとつずつ 入れて、 正しい ひき算の
もんだい かず い ただ ざん

計算を 作りましょう。同じ数を ２回 使っては いけません。
けいさん つく おな かず かい つか

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ Ｆ

Ｇ Ｈ Ｉ

※ ヒント ひかれる数の Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝１８ です。なぜ１８になるのか、わかりますか？

－



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ５３

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

（問題） さいころをふって ななめから見ると、３つの面が
もんだい み めん

見えます。１０人の子どもが それぞれ さいころをふり、 その
み こ

３つの数をたして 答えました。でも、うそつきが２人います。
かず こた

だれと だれでしょう。

※ さいころは、１のうらが６、 ２のうらが５、 ３のうらが４に なっています。

六太郎 七太郎 八太郎 九太郎
た ろう た ろう た ろ う た ろう

十太郎 十一太郎 十二太郎 十三太郎

十四太郎 十五太郎

答え
こた

と



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ５４

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

（問題1） 5つの四角に、１から5までの数を ひとつずつ 入れて、正し
もんだい し かく かず い ただ

い計算に なるように しましょう。
けいさん

Ａ Ｂ

× ５
Ｃ Ｄ Ｅ

（問題2） ８つの四角に、１から８までの数を ひとつずつ 入れて、正し
もんだい し かく かず い ただ

い計算に なるように しましょう。
けいさん

ア イ ウ エ

× ５
カ キ ク ケ



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ５５

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

① 筆 算を
ひっさん

しましょう。

② １１１１１１１１１ × １１１１１１１１１ の答えは ？
こた

③ 筆 算を
ひっさん

しましょう。

④ １０１０１０１０１０１０１０１０１ × １０１０１０１０１０１０１０１０１ の答えは ？
こた



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ５６

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

（問題１） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ には、それぞれ別の数字が入ります。
もんだい べつ すう じ はい

かける数は Ｆ です。ＡＢＣＤＥＦは、いくつでしょう。
かず

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｆ

×

９ ９ ９ ９ ９ ９

（問題２） ６けたの数 ＡＢＣＤＥＦ を使って、計算しましょう。
もんだい かず つか けいさん

× ２ × ３ × ４

気づいたことを 書きましょう。

× ５ × ６



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ５７

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

（問題） ８つの四角に、１から ８までの数を ひとつずつ 入れて、
もんだい し かく かず い

正しいたし算に しましょう。
ただ ざん

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ

＋
Ｆ Ｇ Ｈ

※ ヒント くり上がりが、２回 あります。
あ かい



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ５８

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

（問題） ４年生のたかし君は、学校で習った計算のきまり（分 配法則）を
もんだい くん がっこう なら けいさん ぶんぱいほうそく

使って 下の計算をしました。 この計算は、あっているでしょうか。
つか した けいさん けいさん

分配法則 ○×■ ＋ ○×▲ ＝ ○×（■＋▲）

＜例＞ ５×３５ ＋ ５×６５ ＝ ５×（３５＋６５） ＝ ５×１００

１３２÷２ ＋ １３２÷３ ＋ １３２÷６

＝１３２÷（２＋３＋６）

＝１３２÷１１

＝１２

あっている まちがっている

まちがっている場合は、そのわけを書きましょう。
ば あい か



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ５９

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

（問題） 次の計算をしましょう。
もんだい つぎ けいさん



あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ６０

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

（問題） □の中には、同じ数が 入ります。いくつが 入るでしょう。
もんだい なか おな かず はい はい

下の それぞれの 問題でも、□の中に 同じ数が 入ります。 それぞれ
した もんだい なか おな かず はい

いくつが 入るでしょう。
はい



答え
あきらめない・くじけない・まけない

あくまの問題 ５１～６０

大切なのは、根気・ひらめき・うんのよさ ！ 名前

５１ □□□＋□□□ 【正答例】 ３５２ ３１４ ２１５ １７３ １４２ １２５ ２１９

＋４６７ ＋６５８ ＋４７８ ＋２８６ ＋５９６ ＋７３９ ＋４３８

８１９ ９７２ ６９３ ４５９ ７３８ ８６４ ６５７

ＡＢＣ ＜Ｇ＋Ｈ＋Ｉ＝１８ になる訳＞

＋ＤＥＦ ①Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ＋Ｉ＝４５ です。

ＧＨＩ ②くり上がりが何回あるのかを考えます。

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＝Ｘ Ｇ＋Ｈ＋Ｉ＝Ｙ とします。Ｘ＋Ｙ＝４５ です。

（くり上がりなし） Ｘ＝Ｙ ですが、４５は奇数なので不可能です。

（くり上がり１回） Ｘ－９＝Ｙ なので、 Ｘ＝２７、Ｙ＝１８ になります。

（くり上がり２回） Ｘ－１８＝Ｙ ですが、４５は奇数なので不可能です。

※ くり上がりが１回あるとＹは９減ります。例えば、７＋８＝１５の答えが５になるの

で１０減ります。ひとつ上の位は１増えます。 －１０＋１＝－９ と考えられます。

③くり上がりは１回なので、Ｙ＝１８です。

Ｙが１８になる組み合わせは、「９８１」「９７２」「９６３」「９５４」「８７３」「８６４」

「７６５」の７通りです。

ヒントＡ ① くり上がりは１回だけ

ヒントＢ 答えが「９・５・４」でできた数になる計算がやりやすそうなので、 ① ５を一番下の段

（答え）の中に入れてみよう。 ② ４も答えに入れてみよう。 ③ ９も答えに入れてみよう。

など

１７３ １２７ ３１７ ２７１ ２１６ １６２

＋２８６ ＋３６８ ＋６２８ ＋６８３ ＋３７８ ＋３８７

９・５・４で できた数 → ４５９ ４９５ ９４５ ９５４ ５９４ ５４９

５２ □□□－□□□ 上記５１と同じ問題です。ひき算の方が難しく感じるかもしれません。

５３ さいころの３つの面の和 （１・２・３） → ６ （６・２・３） → １１

八太郎（８）と十三太郎（１３） （１・２・４） → ７ （６・２・４） → １２

（１・５・３） → ９ （６・５・３） → １４

（１・５・４） → １０ （６・５・４） → １５

５４ □□×５ ４３ ヒント ① Ｅ の数が決まります。

× ５ ② Ｂ に入れられる数を探します。

２１５

□□□□×５ １２８７ １６４７ ヒント ① ア ・ ク の数が決まります。

答えは２通り × ５ × ５ ② エ に入れられる数を探します。

６４３５ ８２３５ ③ エ が決まると、キ も決まります。

④ ア・エ・キ・ク は、奇数です。



５５ １だらけのかけ算

① １２１ １２３２１

② １２３４５６７８９８７６５４３２１ （１京２３４５兆６７８９億８７６５万４３２１）
けい

③ １０２０１ １０２０３０２０１

④ １０２０３０４０５０６０７０８０９０８０７０６０５０４０３０２０１

（１溝２０３穣４０５ ６０７垓８０９京８０７兆６０５億４０３万２０１）
こ う じょう じ ょ がい けい

５６ ９９９９９９になるかけ算 １４２８５７×２＝２８５７１４ １４２８５７×５＝７１４２８５

１４２８５７ １４２８５７×３＝４２８５７１ １４２８５７×６＝８５７１４２

ヒント Ｆ×Ｆ ＝ □９ １４２８５７×４＝５７１４２８ 答えの数の並び方が同じ

５７ □□□＋□□ 【正答例】 ５４３ ２６４ ５３４ １６５ １５６ １５６ ２４７

＋ ７８ ＋ ８７ ＋ ７８ ＋ ７８ ＋ ８７ ＋ ７８ ＋ ６８

６２１ ３５１ ６１２ ２４３ ２４３ ２３４ ３１５

ＡＢＣ くり上がりがあるたし算は、３＋８、４＋７、４＋８、５＋６、５＋７、５＋８、６＋７、６＋８、７＋８

＋ ＤＥ の９通りなので、これを Ｃ Ｅ に入れて、計算を作ってみます。 Ａ＋１＝Ｆ です。

ＦＧＨ ヒント ①７、８ は、３段目（答え）には入りません。 ②Ｆ＋Ｇ＋Ｈ＝９です。

<くり上がりが２回ある訳>

①Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ＝３６です。

②くり上がりが何回あるのかを考えます。

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＝Ｘ Ｆ＋Ｇ＋Ｈ＝Ｙ とします。Ｘ＋Ｙ＝３６ です。

（くり上がりなし） ＡとＦが同じ数になるので不可能です。

（くり上がり１回） Ｘ－９＝Ｙ ですが、 ３６は偶数なので不可能です。

（くり上がり２回） Ｘ－１８＝Ｙ なので、Ｘ＝２７、Ｙ＝９ となります。

※ くり上がりが１回あるとＹは９減ります。例えば、７＋８＝１５の答えが５になるので１０減ります。

ひとつ上の位は１増えます。 －１０＋１＝－９ と考えられます。

③くり上がりは２回で、Ｙ＝９です。

Ｙが９になる組み合わせは、「１２６」「１３５」「２３４」の３通りです。

５８ 分配法則 正しくは、

まちがっている。わり算は分配法則では使えない。

５９ 分母が２，４，８・・・の分数のたし算 ７ １５ ２５５

８ １６ ２５６ （分子は分母より１小さい数）

※ 参考

６０ 分子が１，２，３・・・の分数のたし算 ①分子の和が ６ ②分子の和が １５

①２ ②５ ③１２ ④１５ ③分子の和が ３６ ④分子の和が ４５


